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･1･ klogⅥ･(xt.･AtLx.t｡)- 喜 rs(x)+S(x｡)-◎(;;)At)+const･
川は,極小原理 Iの結果として得られる,法則の積分表現とみなしてよかろう｡
Ons叩C､rはこれが生起可能なあらゆる径路中最確のものを定めるという統計的解釈を
与えた｡ (すなわち,W をそのような二時間合成確率とするとき,その対数が 両端の






onsagさr-Machlup(1953)3):如 ス過程に対 L I,aを基礎付けたもの｡
丑は次の様に書き改められた｡
































-3Tp (V〟ゃ)+ D aTTF pや ≡~A+ ( 1)
を考察する｡ (〟 - 1,2-Nで和の記号は省略′している｡ 以下同様)この逆方向方程
式は
07, ,3石




+ = A++～ (Lr)) .
こコ
と書かれるo D(>0)は (拡散)定数 で,流れ速度 Ⅴ〟 を一般的に X に関し非線型




x〟 - V〟(x)+-FJL(t) (3)
であ り,
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)桝 dnt-tl , t2
を潤すものとする｡
が方程式 (1),(2)と導くものである. なお.


















～ ∂ ∂ ～
･{- - 芸 ･1'(元 .og⊥ )(屯 log土 ,- dn (13)
171;,;, ''Y/L 訪./,u
∂
v附 .芸J■(荒 logか 屯 Iogi ,H～dn (14)
と書かれたものが,0-Mの二種類の散準関数に相当するものである｡その理由をここ
でくわしく説明することは出来ないが,簡単に云えば0-M理論で
. ∂ 4, ∂ 4,
x〟 を ~DaTp log~ とし,Xp を 布 log有としたものと考えてよい0
17.:,u
等式 (12)F'3:∴順逆両方向の方程式 (1),(2)が同時に働く場合-のH- 定理 の拡張一ヽ■.∫
(文献 (5)を更に拡張)とみることが出来よう.,実際,せ- 1とすれば ◎ -V で
あり, (12)は通常､の王一卜 定理となる｡これは,物理的にはOnsagerの基本概念
"agedsystem"に相当するものである. ｢散逸極小｣原動 まLagrar7gian(7)におi:▼亡 i:▼ヨ
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